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■研究課題名

 最先端クルマエビ養殖技術の構築─安全・安心・健康なエビを作る

■研究の目的
日本のクルマエビ養殖はホワイトスポット病原因ウイルス（WSDV）の感染によって被害を受けており、特に、採

卵用親エビとして天然から採捕したクルマエビがWSDVに感染していた場合、卵や稚エビへの垂直感染が確認されて
いる。このため、病原ウイルスを持たない（ウイルスフリー）親エビの供給が、安全・安心・健康なクルマエビ生産に
必要とされている。そこで、本課題では、飼育システム・飼料・診断法・ワクチンなどを開発し、これらの成果を結集
することで、ウイルスフリー親エビの生産手法の確立を目的とする。

■研究項目・実施体制（◎は技術コーディネーター）
①病原ウイルスフリー親エビの生産手法の確立

 （◎酒井正博／宮崎大学農学部）
②ウイルスフリークルマエビの生産を目的とした完全閉鎖循環式飼育システムの構築
（鈴木祥広／宮崎大学工学部）

③親エビ育成飼料および性成熟促進飼料の開発とその評価
（越塩俊介／鹿児島大学）

④エビ由来のプロバイオティクスを用いた新規バイオ飼料の開発
（前田　稔／株式会社九州メディカル）

■研究の内容・主要な成果
①WSDVワクチンと迅速定量診断法の開発…WSDVに対するDNAワクチン、サブユニットワクチン（無細胞発現系利
用）を開発し、WSDVの感染に対し極めて高い防御能をクルマエビに付与することに成功した。また、等温核酸増
幅法を用いて、WSDV、イエローヘッド病ウイルス（YHV）、タウラ症候群ウイルス（TSV）および伝染性皮下造血
器壊死症ウイルス（IHHNV）の迅速・高感度定量検出法の開発に成功した。

②完全閉鎖循環式飼育システムの構築…設置条件に適用させて、任意の規模のシステムを設計・構築し、クルマエビの
長期間の連続飼育を実施できる技術を完成させた。

③育成・催熟用飼料の開発…ムラサキイガイ、フコイダン、ビタミン類等の成長促進物質を添加した高品位育成飼料と
ゴカイ中性脂質、高度不飽和脂肪酸、ビタミン類を含有する催熟用配合飼料を開発した。

④新規バイオ飼料の開発…クルマエビから2,990株の消化管内細菌コレクションを構築した。この中から抗菌作用や免
疫賦活作用などを有する菌株を選抜し、新規プロバイオティクスを開発した。

■今後の展開方向・見込まれる波及効果
①WSDVワクチンならびに高感度定量検出法によって、クルマエビ養殖の最大の疾病問題であったWSDVによる被害
は低減され、安定的生産・生産量の増加が見込まれる。

②エビ養殖産業における親エビ・種苗流通ルートの整備に加えて、実用化システムの構築および継続的に運転・維持管
理できる技術力を備えた民間企業あるいは公的機関（部門）を創出することが予想される。

③開発した育成・催熟飼料は他のエビ類にも転用可能であり、アジアでの展開も考慮して低コスト化を図る。
④抗菌作用や免疫賦活作用などを有する微生物混合飼料を使用することで、親エビを含む養殖クルマエビの健全な生育
に貢献できる。
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■研究成果の具体的図表

DNA,RNA ( )

( )
DNA
( DNA)

DNA

LAMP PCR

20 1 3

PCR 10 100 -

60-65 95 58 72

(DNA, )
50% ( )

Bacillus amyloliquefaciens D1768

Lactococcus lactis D1813

PCR 3
60 102

4

(%
)

( )

1

2

C E




